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配電用機材の景観向上について 
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   配電機材は生活に必要な電力を送り届けるために必須である一方、いたるところに設置されるため景観

に対する配慮が求められる。そのための手法としては無電柱化と景観調和デザインがよく利用される。

無電柱化は地下化、裏配線、軒下配線等の方法で実現され、特に地下化が推進されている。景観調和デ

ザインは変電所等の設備に建屋を設けることや、地下化の際の地上機器に景観向上のための外板等を設

ける方法がある。しかし、こうした景観向上の取り組みは日本国内では普及率が低く、海外に比べると

法規制、整備手法、技術、景観への意識といった面で諸外国に遅れている点がある。今後はそうした面

を改善していくことで配電機材の景観向上を達成できると考えられる。 

 

1.  配電機材における景観向上の必要性 
 現代において電力は生活に必要不可欠なものであり、日

本国内においては消費されるすべてのエネルギーの約 25%

は電力として消費されている 1)。そのエネルギーは発電所

から送電線を通って需要家付近の変電所に送電され、そこ

から配電機材によって需要家のもとに届けられる。 

 この際、配電機材は道路わきの電柱上などに設置されて

おり、容易に視界に入るため景観に影響を与える。この影

響は一般的に景観を悪化させるものであるとされており、

それを示す調査結果が複数公表されている 2)3)。景観の悪化

は生活の質や地域の観光資源としての価値を低下させるた

め改善が必要である。以上の理由から配電機材はその機能

を維持しつつ景観を向上させることが求められている。 

 

2.  景観悪化の理由と改善方法 

 配電機材の景観向上を達成するにはそもそも配電機材の

何が景観を悪化させているかを知る必要がある。景観は主

観的なものであり定量的に考えることは難しいが、評価手

法の一つとしてフラクタル次元を用いるものがある 4)5)。フ

ラクタル次元は構造の複雑さを表す概念であり、これらの

研究ではフラクタル次元と景観に関連があることが示され

ている。特に、電柱等の配電機材については石田ら 5)が同

手法による評価を検討し有効性を示している。これによる

と、配電機材のうち特に電柱や電線といった物体はフラク

タル次元を上昇させ、フラクタル次元が上昇した景観はそ

うでない景観と比べて一般に美しくないと評価されること

を示した。 

 以上のことから、配電機材の景観向上を達成するには景

観のフラクタル次元が上昇する、すなわち景観が複雑にな

ることを防げばよいといえる。この手法として考えられる

ものは単純に配電機材が見えなくなるようにしてしまう方

法と、配置した際に景観のフラクタル次元が上昇しないよ

うに見た目を工夫する方法が考えられる。これらの手法は

実際に無電柱化と景観調和デザインという手法で実現され

ている。 

 

3. 無電柱化 

 無電柱化はその名の通り電柱や電線といったフラクタル

次元を上昇させる配電機材を視界から取り除くことで景観

向上を達成する手法である。しかし、前述のように電力は

必要であるため、配電機材そのものは必要である。この条

件を満たす実現方法として地下化、裏配線、軒下配線が挙

げられる 5)。 

 地下化は電線を地中に埋めて配電を行う方法である。こ

の方法では電線を完全に見えなくすることが可能であるた

め景観向上効果が他の手法に比べて大きい。一方で、地下

に埋設するための工事の規模が大きく費用がかさむ点や配

電設備を設置する事業者と道路の管理者の間での費用負担

の問題などがある。 

 裏配線は無電柱化したい道路に面する建物に対して裏道

から配電する方法である。この方法では目的の道路を容易

に無電柱化でき、工期や費用も地中化に比べて抑えられる。

一方で、結局は配電機材を移動させただけで都市全体とし

ての景観向上を達成することはできないという欠点がある。 

 軒下配線は無電柱化したい建物の軒下に配電線を通す手

法である。この手法では配電線を軒下に設置するため、配

電機材がほぼ見えなくなることに加え、工事費用も地下化

に比べて低く抑えられるという利点がある。しかし、工事

を行うにあたって、軒下配線を行うすべての建造物の所有

者が同意する必要がある、高圧線には適用できないなどの

制限が存在する。 

 これらの手法のうち特に地下化は景観向上への効果が大

図 1無電柱化による景観の向上 4) 
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きいだけでなく、災害に強いなどの利点がある。そのため

全国的に国や自治体主導で導入が推進されている。 

 

4.景観調和デザイン  

 景観調和デザインは配電機材の外観を景観になじむよう

に工夫することで景観への影響を抑える手法である。前述

の無電柱化においても変圧器等の機材や変電所等の設備は

地上に残されることが多い。このような場合はこれらへ景

観向上策を講じる必要も生じる。 

 

図 2大濠変電所の外観 8) 

 例として九州電力の大濠変電所が挙げられる 8)。この設

備では、変電所の外周を周囲の景観に合わせた建屋で覆う

ことによって景観への悪影響を抑えている。こうした形式

の屋内変電所は景観の向上のみならず、他の建物内に収容

することで都市部の土地利用効率の向上なども実現するこ

とができる。 

 また前述した地下化による景観改善の際、地下化が難し

い変圧器や開閉器といった機器は地上に設置されるため、

こうした機器の景観向上も必要である。そのため、景観に

なじむ色の塗装や外板の設置、機器自体の小型化が推進さ

れている 9)。 

 このようにして、地上に設置される機器であってもなる

べく周囲の景観と調和するような工夫が取り入れられてい

る。 

 

5.景観改善の現状と海外との比較 

 前述のように景観改善については様々な手法が提案され

ているが、現状において国内での景観改善策の実施例は少

ない。例として、無電柱化をあげると国内で最も無電柱化

が進んでいる東京都でも進捗は 7%で、10%を超える都市は

存在しない 11)。無電柱化されているのは主に大都市の幹線

道路や繁華街周辺、観光地等の景観がその価値と密接に結

びつく地域に限られる。一方で、海外では日本に比べ景観

向上の取り組みが進められており、パリやロンドンといっ

た都市では無電柱化率 100%を達成 11)している。 

 

図 3各都市の無電柱化率 11) 

 このように国内の景観向上が海外に比べて遅れている理

由として国土技術政策総合研究所では法規制, 整備手法, 技

術開発の 3つの要因を挙げている 11)。 

 法規制の面では、海外は古くから架空線の設置を厳しく

制限している国や都市があり、これらの地域では古くから

無電柱化が実現している。前述したロンドンやパリといっ

た都市はそうした地域の一例であり、電力利用が始まった

当初から地中送電が行われている。また、かつて架空線を

使用していたニューヨークや台北といった都市でもその後

の法整備などによって現在では 80%を超える無電柱化率を

達成している。 

 整備手法の面では日本国内の電線地中化は上を通る車両

等の荷重に耐えられる管路に電線を通す整備方式がとられ

ているが、この際に管路は道路管理者(自治体等)、電線は

電気事業者が管理するため自治体等との協力がなければ地

中化を推進できない。一方、海外では管路と電線をともに

事業者が管理するため、事業者側の負担は増加するが無電

柱化を推進しやすくなっている。また、事業者側の負担を

軽減するための補助金を支給することで普及を推進してい

る地域も存在する(ワシントン, 台北など)。 

 技術開発の面では古くから電線地中化を行っている国々

に比べて日本では電線地中化のための技術開発が進んでい

ないため、工期や工事費の面で障害となっている。海外で

は地中化のための掘削、埋設に使用する専用機材が存在し、

これらの利用によってコストの低減や工期の短縮が図られ

ている。また、これに加えて施工後の整備を行いやすくす

るために埋設物に取り付けるためのタグや位置情報を記録

するための GIS システムの活用といった取り組みが行われ

ている。 

 こうした視点に加え、そもそも人々の景観に対する関心

が大きくないということも考えられる 3)。同調査によると

景観についてよく考えると回答した人は 1 割程度にとどま

っており、景観ついて強い不満を持つと回答した人も約 1

割と少ない。こうした景観についてそもそも関心が少なく

不満もそれほどないという状況が行政や事業者の景観向上

への意欲を低下させているのではないかと考える。 
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6.今後の展望 

 今後の展望としては海外の事例を参考にしつつ無電柱化

と景観調和デザインの推進を行う必要があると考えられる。

特に、前述した法規制、整備手法、技術といった面では海

外で多くの成功例があり国もここに問題点があると認識し

ているため、改善されることを期待したい。また、こうし

た景観向上を推し進めるための動機として、一般の人々が

景観への関心を向上させる必要があるとも考えられる。 

 さらに遠い将来の展望として、無線送電の利用が考えら

れる。レーザやマイクロ波を利用した無線送電を用いれば、

送電線等の配電機材を設置する必要がなくなるため、根本

的な景観向上を達成できると考える。加えて、現在研究さ

れている宇宙太陽光発電技術が実用化されれば発電用の衛

星から直接需要家に無線給電するという手法も考えられる。 

 

7.結論 

 配電機材の景観向上法としては主に無電柱化と景観調和

デザインの採用が挙げられる。しかし、こうした取り組み

は海外に比べて遅れている。その理由はいくつか考えられ

ているが、その解決のためには海外での事例が参考になる

と考えられる。 
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